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令和５年函審第１０号 

裁    決 

油送船Ａ漁船Ｂ衝突事件 

 

  受  審  人  ａ１ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

  受  審  人  ａ２ 

    職  名 Ａ二等航海士 

    海技免許 四級海技士（航海）（履歴限定） 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官髙木省吾出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 受審人ａ２を戒告する。 

 受審人ａ１を懲戒しない。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 
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 令和４年１２月２日００時１０分 

 北海道苫小牧港南方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 油送船Ａ       漁船Ｂ 

  総 ト ン 数 ３,８１４トン     ４.９トン 

  全   長 １０４.８４メートル 

  登 録 長             １３.０８メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関     ディーゼル機関 

   出    力 ３,９００キロワット  ４５０キロワット 

３ 事実の経過 

 Ａは、平成２１年１０月に進水した船尾船橋型鋼製油送船で、船橋

の操舵室前部中央に操舵スタンド、その左舷側にＧＰＳプロッター及

びレーダー２台、同右舷側に機関コンソールをそれぞれ備え、ａ１受

審人及びａ２受審人ほか１０人が乗り組み、灯油２,３００キロリッ

トル及びガソリン３,０００キロリットルを積載し、船首５.２メート

ル船尾６.５メートルの喫水をもって、令和４年１２月１日２０時 

３０分苫小牧港を発し、北海道留萌港に向かった。 

 ところで、Ａの船舶所有者が定める安全管理マニュアルには、船長

が、航海計画を立て、出港配置に引き続き航海当直を実施し、船長命

令簿を使用して必要な指示をする並びに入港から出港まで船体及び積

み荷の保安、保全のために停泊当直を配置しなければならない各旨が、

また、航海当直手順書には、当直者が、見張りを励行する及び船橋を

無人にしてはならない各旨がそれぞれ記載されていた。 

 ａ１受審人は、留萌港の入港時刻調整のために苫小牧港南方沖合で

錨泊することとし、２１時１５分苫小牧灯台から１３８度（真方位、

以下同じ。）４.１海里の地点付近で、水深約４０メートルの海中に
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船首から錨を投じて錨鎖７節を延出し、機関を停止して錨泊中の船舶

であることを示す法定灯火を表示し、危険物船舶運送及び貯蔵規則に

定める危険物を積載している船舶であることを示す灯火、作業灯並び

に通路灯等を点灯して船首が西北西方を向いた状態で単錨泊を始め、

２時間交替の停泊当直体制とすることとし、ａ２受審人に対しては、

２３時３０分からの単独での当直を指示した。 

 ａ２受審人は、２３時３０分前直者から引き継いで当直に就いたの

ち、２３時４０分苫小牧灯台から１３８度４.１海里の地点で、自船

が防波堤等に囲われていない錨地に錨泊している状況であったが、他

船から見て目立つように作業灯等を点灯しているので、接近する船舶

があっても錨泊中の自船を避けるものと思い、当直を維持せず、降橋

して階下の荷役事務室及び自室に移動して帳簿の記載を行った。 

 こうして、ａ２受審人は、翌２日００時０６分半僅か前苫小牧灯台

から１３８度４.１海里の地点で、船首が２８８度を向いていたとき、

右舷船首５８度１,２００メートルのところに、Ｂの白、紅２灯を見

ることができる状態で、その後同船が自船に向かって衝突のおそれが

ある態勢で接近する状況であったものの、船橋を無人にしていてこの

ことに気付かず、注意喚起信号を行わずに錨泊を続け、００時１０分

苫小牧灯台から１３８度４.１海里の地点において、Ａは、船首が 

２８８度を向いたとき、その右舷船首部にＢの右舷船首部が、前方か

ら５９度の角度で衝突した。 

 当時、天候は曇りで風力３の西風が吹き、潮候は下げ潮の中央期に

あたり、視界は良好で、付近海域には０２０度に向かう流速０.２ノ

ットの海流があった。 

 ａ１受審人は、海上保安庁から連絡を受けて衝突の事実を知り、事

後の措置に当たった。 
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 また、Ｂは、船体ほぼ中央に操舵室を配し、ＧＰＳコンパスを備え

た刺網漁業に従事するＦＲＰ製漁船で、同室中央に舵輪及び機関遠隔

操縦レバー、その前方にＧＰＳプロッター及びレーダー、操舵室右舷

側にレーダー及び魚群探知機、同室天井棚の右舷側に無線機７台を備

え、ｂ受審人ほか５人が乗り組み、船首０.５メートル船尾１.０メー

トルの喫水をもって、同月１日２３時５０分苫小牧港第２区を発し、

同港南方沖合の漁場に向かった。 

 ｂ受審人は、航行中の動力船であることを示す法定灯火を表示して

２台のレーダーを２海里及び０.７５海里の各レンジに設定し、いず

れもノースアップ表示として作動させて単独の操船に当たり、東島防

波堤の西方を航過したのち、２３時５７分少し過ぎ苫小牧灯台から 

１１０度２.３海里の地点で、針路を１６７度に定めて自動操舵とし、

折からの海流によって左方に１度圧流され、１１.０ノットの速力

（対地速力、以下同じ。）で進行した。 

 ｂ受審人は、２３時５９分僅か過ぎ２海里レンジ設定のレーダー画

面を見たところ、左舷船首１度２.０海里のところにＡの映像を初め

て認め、同船が錨泊中で移動しないので、その西方を無難に航過でき

るものと考え、翌２日００時０５分右舷方を向いて３台の無線機の設

定作業を始めた。 

 ００時０６分半僅か前ｂ受審人は、苫小牧灯台から１３３度３.５

海里の地点に達したとき、Ａが左舷船首１度１,２００メートルのと

ころとなり、その後同船に向かって衝突のおそれがある態勢で接近す

る状況であったが、依然としてＡの西方を支障なく航過できるものと

思い、同船に対する動静監視を十分に行わなかったので、この状況に

気付かなかった。 

 こうして、ｂ受審人は、速やかに針路を転じるなど、Ａを避けるこ



 - 5 -

となく続航し、Ｂは、原針路及び原速力のまま、前示のとおり衝突し

た。 

 衝突の結果、Ａは右舷船首部外板に擦過傷を生じ、Ｂは右舷船首部

外板に亀裂を伴う凹損等を生じたが、のちに修理された。 

 

 （航法の適用） 

 本件は、苫小牧港南方沖合において、錨泊中のＡと航行中のＢが衝突

したもので、衝突地点付近の海域には特別法である港則法及び海上交通

安全法の適用がないことから、一般法である海上衝突予防法が適用され

ることとなる。 

海上衝突予防法には、錨泊中の船舶と航行中の船舶との関係について

個別に規定した条文がないことから、同法第３８条及び第３９条を適用

して船員の常務によって律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件衝突は、夜間、苫小牧港南方沖合において、航行中のＢが、動静

監視不十分で、錨泊中のＡを避けなかったことによって発生したが、Ａ

が、当直の維持が不十分で、注意喚起信号を行わなかったことも一因を

なすものである。 

 ｂ受審人は、夜間、苫小牧港南方沖合において、漁場に向かって航行

中、レーダー画面にＡの映像を認めた場合、衝突のおそれの有無を判断

できるよう、同船に対する動静監視を十分に行うべき注意義務があった。

しかるに、同人は、Ａが錨泊中で移動しないので、その西方を無難に航

過できるものと思い、同船に対する動静監視を十分に行わなかった職務

上の過失により、Ａに向かって衝突のおそれがある態勢で接近する状況

に気付かず、同船を避けることなく進行して衝突を招き、Ａ及びＢにそ
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れぞれ損傷を生じさせるに至った。 

 以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 ａ２受審人は、夜間、苫小牧港南方沖合において、防波堤等に囲われ

ていない錨地に錨泊している場合、当直を維持するべき注意義務があっ

た。しかるに、同人は、他船から見て目立つように作業灯等を点灯して

いるので、接近する船舶があっても錨泊中の自船を避けるものと思い、

当直を維持しなかった職務上の過失により、船橋を無人とし、Ｂが自船

に向かって衝突のおそれがある態勢で接近する状況であったものの、注

意喚起信号を行わずに錨泊を続けてＢと衝突する事態を招き、Ａ及びＢ

にそれぞれ損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ２受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第３号を適用して、同人を戒告する。 

 ａ１受審人の行為は、本件発生の原因とならない。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年８月２１日 

     函館地方海難審判所 

          審 判 官  米  倉     毅 

 


